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多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」
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広報

令
和
3
年
度
農
産
品
評
会
が

2
月
14
日
、多
良
間
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
で
開
催
さ
れ
た
。

農
産
品
評
会
は
、農
家
の
方
々

が
生
産
し
た
農
作
物
を
展
示
比
較

す
る
こ
と
に
よ
り
、技
術
の
改
善

と
品
質
向
上
、地
域
内
消
費
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、

今
年
は
加
工
品
を
含
む
51
品
目
、

3
0
8
点
が
出
品
さ
れ
た
。品
目

ご
と
に
品
質
を
審
査
し
た
結
果
、

38
品
目
の
1
～
3
等
の
77
人
が
決

定
し
た
。

審
査
評
価
で
宮
古
農
林
水
産

振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
改
良
普
及
課

の
湧
川
普
及
員
は「
今
年
は
、冬

期
の
干
ば
つ
傾
向
や
雲
天
の
影
響

か
ら
農
作
物
の
栽
培
に
苦
慮
す
る

よ
う
な
天
候
条
件
の
な
か
で
も
、

多
様
、多
数
の
品
目
が
出
品
さ
れ

た
こ
と
は
、農
家
の
方
々
の
日
頃
の

栽
培
意
欲
の
現
れ
で
あ
り
、適
宜

管
理
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。今

回
出
品
数
が
多
か
っ
た
に
ん
に
く
、

た
ま
ね
ぎ
を
中
心
に
高
収
益
作
物

と
し
て
品
評
会
を
機
に
よ
り
一
層

の
生
産
振
興
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。」と
話
し
た
。

2
月
14
日
、多
良
間
村
役
場
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
お
い
て
新
任

保
護
司
辞
令
伝
達
式
と
新
任
保

護
司
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。新
任

の
本
村
和
也
さ
ん
が
委
嘱
状
を
受

け
取
り
決
意
を
新
た
に
し
た
。

辞
令
伝
達
式
で
那
覇
保
護
観

察
所
の
岡
田
所
長
は「
多
良
間
村

で
は
、平
成
22
年
11
月
委
嘱
の
天

久
隆
子
保
護
司
、平
成
26
年
11

月
委
嘱
の
大
城
隆

夫
保
護
司
に
続
き

3
名
が
保
護
司
と

な
り
、沖
縄
県
で
は

5
7
6
名
、全
国
で

4
万
6
千
名
が
保

護
司
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
更
正
保

護
行
政
へ
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
」と
挨
拶
を

述
べ
た
。

伊
良
皆
村
長
は

「
保
護
司
に
新
た
に

本
村
和
也
さ
ん
が
加

わ
り
、島
の
安
全
、安

心
し
た
社
会
づ
く
り

を
作
っ
て
い
く
た
め

に
頑
張
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。保
護
司
の
皆
さ
ん
を
先

頭
に
更
正
保
護
の
活
動
を
頑
張
っ

て
欲
し
い
。」と
激
励
し
た
。

保
護
司
は
、犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
達
の
立
ち
直
り
の
援
助
や
地

域
の
犯
罪
、非
行
の
予
防
を
図
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

らっきょう、ニラ、カボチャ、大根、レタス、果実等
多くの農産品と加工品が展示。

辞令伝達式　新任保護司 本村和也さん（左）
那覇保護観察所  岡田所長（右）

［たまねぎ］
一等  池間 幸男
二等  本村 トヨ
三等  翁長 メリアン

令和3年度  農産品評会・青空市を開催しました

新任保護司委嘱辞令伝達式
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美しい村を探す
九州・沖縄

広報

今
回
は
、水
源（
井
戸
）と
水
質
に
つ
い
て
の
お
は
な
し
で
す
。

本
村
水
道
で
は
、4
つ
の
水
源
か
ら
原
水
を
取
水
し
て
い
ま

す
。塩
川
No
1（
フ
シ
ャ
ト
ゥ
ガ
ー
）、仲
筋
No
1（
ナ
ン
ダ
ト
ゥ

ガ
ー
）、仲
筋
No
2
、仲
筋
No
3
の
４
つ
で
、1
日
に
7
6
0
㎥

の
水
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

で
は
、水
質
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。本
村
で
は
毎
月
、原
水

と
浄
水（
飲
料
水
）の
水
質
検
査
を
外
部
へ
委
託
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。水
納
島
は
年
間
2
回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。費

用
は
年
間
約
5
百
万
円
で
す
。

水
質
で
以
前
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
が
、硝
酸
態
窒
素
及

び
亜
硝
酸
態
窒
素
の

濃
度
で
し
た
。窒
素
肥

料
の
使
用
量
が
多
い
こ

と
な
ど
が
原
因
と
も

さ
れ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、現
在
は
、全
て

の
水
源
が
基
準
値
以

下
の
数
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

へ
の
取
組
な
ど
に
よ

り
、水
質
が
保
た
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

1
月
19
日
、J
A
お
き
な
わ
多
良
間
家
畜
市
場

に
お
い
て
今
年
初
の
令
和
4
年
初
セ
リ
市
が
行
わ

れ
た
。

セ
リ
市
で
は
、生
後
6
ヶ
月
か
ら
10
ヶ
月
の
子

牛
1
1
8
頭
が
出
品
さ
れ
、子
牛
平
均
価
格
は

7
1
2,
6
9
7
円（
税
込
み
）と
な
っ
た
。
1
番

牛
は
1,
6
2
5,
8
0
0
円（
税
込
み
）の
高
値

取
引
と
な
り
生
産
農
家
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
結
果

と
な
っ
た
。

主
催
者
代
表
の
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合 
普
天

間
朝
重
代
表
理
事
長
は「
今
後
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
を
図
り
な
が
ら
、活
発
な
家
畜
セ
リ
市
を

開
催
で
き
る
よ
う
に
生
産
農
家
、行
政
と
連
携
を

強
化
し
肉
用
牛
振
興
を
推
進
し
て
い
く
。」と
沖
縄

県
農
業
協
同
組
合
経
営
管
理
委
員   

長
濱
国
博

様
よ
り
代
読
で
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

伊
良
皆
光
夫
村
長
よ
り「
こ
こ
数
年
、肉
用
牛
の

価
格
も
低
調
に
な
り
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
中
、農
家
の
皆
様
の
日
頃
の
飼
養
管
理
、改
良
努

力
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。」

と
述
べ「
全
国
的
に
、肉
用
牛
の
頭
数
は
後
継
者
不

足
等
も
あ
り
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
が
、沖

縄
と
北
海
道
だ
け
増
頭
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

中
、今
後
も
飼
養
管
理
、技
術
向
上
、改
良
努
力
等

に
よ
り
購
買
者
が
好
む
子
牛
生
産
に
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。」と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

 

R
4
年
3
月
号

第
2
回

令
和
４
年 

初
セ
リ
市
が
開
催

の

はなし

水
道

令和 4 年初セリ市　1 番牛に高値がついた

水
道
担
当  

清
村
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美しい村を探す
九州・沖縄
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問い合わせ先…………
喜界町役場企画観光課
ふるさと納税係
☎︎ ０９９７ー６５ー３６８２

問い合わせ先………………………………
東峰村役場企画政策課
☎︎ 0946ー72ー2311
ホームページアドレス：http://vill.toho-info.com/

塚
原
は
由
布
岳
の
北
側
標
高
6
0
0
メ
ー
ト
ル

に
位
置
し
、開
放
感
あ
ふ
れ
る
景
色
が
美
し
い
丘

陵
地
帯
が
広
が
る
高
原
で
す
。大
分
県
の
畜
産
発

祥
の
地
で
あ
り
牧
歌
的
な
乳
牛
を
自
家
飼
料
で

育
て
る
風
景
や
、全
国
2
位
の
強
酸
性
の
泉
質
が

皮
膚
病
に
良
い
と
し
て
知
ら
れ
る
塚
原
温
泉
が
有

名
で
す
。

人
口
が
3
2
3
名
の
塚
原
は
大
変
長
閑
な
集

落
で
信
号
機
も
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、北
欧

の
よ
う
な
丘
陵
地
帯
の
眺
め
と
甘
酒
祭
り
な
ど

昔
か
ら
の
行
事
継
承
す
る
伝
統
性
が
合
わ
さ
り
、

観
光
地
と
し
て
の
注
目
度
も
年
々
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。従
来
の
別
荘
や
ホ
テ
ル
以
外
に
も
自
然
と

向
き
あ
う
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
体
験
宿
も
人
気
が
あ

り
、塚
原
の
自
然
と
共
存
す
る
姿
勢
を
今
後
も

P
R
し
て
い
く
所
存
で
す
。

喜
界
町
は
奄
美
大
島
の
東
側
、東
経
1
3
0

度
線
上
に
浮
か
ぶ
周
囲
約
50
ｋｍ
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁

か
ら
な
る
島
で
す
。サ
ン
ゴ
の
か
け
ら
な
ど
が
多
く

混
じ
る
土
壌
は
海
由
来
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
、

美
味
し
い
作
物
が
育
ち
ま
す
。

皆
様
に“
喜
界
島
の
食
”を
ご
紹
介
す
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者
厳
選
の
返
礼
品
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

①
黒
糖
焼
酎
一
升
瓶
2
本
セ
ッ
ト

　
（
朝
日
・し
ま
っ
ち
ゅ
伝
蔵
）

　

喜
界
島
が
誇
る
2
つ
の
酒
造
蔵
の
セ
ッ
ト
で
す
。

②
喜
界
島
産
島
ザ
ラ
メ

③
喜
界
島
産
活
車
エ
ビ（
12
月
～
3
月
限
定
）

※
前
記
の
期
間
以
外
は
冷
凍
物
に
よ
り
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

喜
界
島
の
伝
統
あ
る
黒
糖
焼
酎
や
ミ
ネ
ラ
ル

豊
富
な
島
ザ
ラ
メ
、喜
界
島
の
海
の
幸
な
ど
喜
界

島
の
味
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

東
峰
村
は
、福
岡
県
中
央
部
の
東
に
位
置
し
大

分
県
日
田
市
と
接
し
て
い
ま
す
。豊
か
な
清
流
と

緑
を
有
し
、陶
磁
器
で
は
日
本
で
最
初
に
伝
統
的

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た「
小こ
い
し
わ
ら
や
き

石
原
焼
」、黒
田
藩
の

御
用
窯
で
あ
っ
た「
髙た
か
と
り
や
き

取
焼
」な
ど
伝
統
文
化
も

相
ま
っ
て
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
美

し
い
村
で
す
。

【
東
峰
村
応
援
団
募
集
中
】

 

東
峰
村
の
自
然
、歴
史
、伝
統
、文
化
等
を
愛

し
、そ
の
魅
力
を
広
く
宣
伝
す
る
と
と
も
に
、地
域

と
の
交
流
・
連
携
を
通
じ
て
本
村
の
振
興
を
図
る

た
め
、「
東
峰
村
応
援
団
」（
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
）を
設
置

し
ま
し
た
。応
援
団
員
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、ご
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
定
期
的

に
村
の
魅
力
等
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
　
湯
布
院
町 

塚
原

鹿
児
島
県
　
喜
界
町

～
蝶
の
飛
び
交
う
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
島
～

人
口
：
６
，７
４
７
人
（
令
和
４
年
１
月
１
日 

現
在
）

福
岡
県
　
東
峰
村

人
口
：
１
，９
８
８
人
（
令
和
３
年
11
月
末 

現
在
）

　
　

  

総
面
積
：
５
１
．９
７
㎢

北欧のようななだらかな丘陵
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春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。３

月
・４
月
は
、卒
業
、転
勤
、異
動
、退

職
、入
学
、入
社
な
ど
、人
そ
れ
ぞ
れ

環
境
が
大
な
り
小
な
り
変
わ
っ
た
り

す
る
。喜
び
、悲
し
み
、期
待
、寂
し

さ
・・・い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
持
っ
て
、

新
し
い
季
節
を
迎
え
る
。環
境
の
変

化
は
人
々
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
た
り
も

す
る
。新
し
い
環
境
、人
間
関
係
、仕

事
な
ど
今
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
状

況
が
過
度
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
。新

し
い
状
況
は
、ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
や
す

い
一
方
で
、新
し
い
自
分
や
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
、成
長
の
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
。心
配
し
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、新

し
い
ド
ア
を
開
き
た
い
も
の
だ
。未
来

に
は
夢
と
希
望
が
あ
る
は
ず
。

人
生
の
節
目
に
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
言
葉「
門
出
」、春
を
迎
え
る
卒

業
の
季
節
に
は
、と
く
に
耳
に
す
る

機
会
が
増
え
る
。旅
立
ち
、新
生
活

の
始
ま
り
で
、新
た
な
道
へ
進
む
こ
と

へ
の
前
向
き
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。4
月
は
、門
出
の
時
で
あ
る
。

「
か
ど
で
」は「
首
途
」と
も
書
く
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
。「
首
途
」は「
出

発
」の
意
味
。「
途
」に
は
、祓は

ら
い
清
め

ら
れ
た「
み
ち
」の
意
味
が
あ
る
よ
う

だ
。今
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の

1３
人
」に
登
場
す
る
源
義
経
ゆ
か
り

の「
首
途
八
幡
宮
」は「
か
ど
で
は
ち

ま
ん
ぐ
う
」と
読
む
。
源
義
経
が
牛

若
丸
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
、平
氏
軍

か
ら
難
を
逃
れ
る
た
め
に
、奥
州
の

藤ふ
じ
わ
ら
ひ
で
ひ
ら

原
秀
衡
の
元
へ
旅
立
つ
と
き
、こ
こ

「
八
幡
宮
」へ
立
ち
寄
り
道
中
の
安

全
祈
願
を
し
た
こ
と
か
ら
、「
か
ど
で

は
ち
ま
ん
ぐ
う
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。義
経
の
奥
州
へ
の
道
中
祈

願
の
由
来
に
よ
り
、現
在
で
は
多
く

の
人
が
旅
先
の
無
事
を
祈
る
神
社
に

な
っ
た
。

門
出
・
旅
立
つ
人
を
励
ま
す
言
葉

に
宮
沢
賢
治
の「
生
徒
諸
君
に
寄
せ

る
」と
い
う
詩
が
あ
る
。詩
は
自
ら
の

教
員
時
代
を
振
り
返
り
、自
分
が
追

求
す
る
理
想
的
な
教
育
が
実
践
で
き

た
、幸
せ
だ
っ
た
教
員
時
代
に
思
い
を

馳
せ
る
。逆
に
、統
制
的
国
粋
主
義
へ

と
変
わ
っ
て
い
く
、自
由
な
空
気
が
失

わ
れ
て
い
く
時
代
に
、怒
り
や
失
望
が

に
じ
み
出
る
。一
方
、自
由
に
物
が
言

え
る
時
代
の
到
来
を
望
み
、社
会
は

自
分
た
ち
で
変
え
て
い
く
ん
だ
と
い
う

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
。天
文
学
、生

物
学
、海
洋
学
に
お
け
る「
新
し
い
時

代
」を
切
り
拓
い
て
き
た
開
拓
者
で
あ

る
、コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、ダ
ー
ウ
イ
ン
ら
を

例
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
け

る
開
拓
者
に
な
れ
、自
分
が
信
じ
た

道
を
進
め
、と
教
え
子
へ
の
期
待
が
込

め
ら
れ
る
。

人
生
に
お
い
て
、チ
ャ
ン
ス
を
上
手

く
活
か
し
き
れ
る
か
、チ
ャ
ン
ス
を
上

手
く
活
か
し
き
れ
な
い
か
、大
き
な
分

か
れ
道
で
あ
る
。長
い
人
生
の
道
の
り

で
は
、自
分
自
身
が
最
善
の
注
意
を

し
て
い
て
も
、突
如
起
こ
る
も
ら
い
事

故
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
、予
想
も

し
な
い
よ
う
な
出
来
事
も
起
こ
る
。万

が
一
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、あ

ら
ゆ
る
苦
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
な
、強
い
精
神
力
を
日
頃
か
ら
培
っ

て
お
き
た
い
も
の
だ
。

高
校
進
学
へ
の
門
出
と
な
る
、諸

君
が
明
る
く
、逞た

く
ま
し
く
、楽
し
み
な
が

ら
、有
意
義
な
高
校
生
活
を
送
る
た

め
に
旅
立
っ
て
ほ
し
い
。コ
ロ
ナ
後
の

新
し
い
社
会
を
担
う
の
は
間
違
い
な

く
諸
君
だ
。勇
気
を
持
っ
て
踏
み
だ
そ

う
。誇
り
を
胸
に
新
風
を
吹
か
せ
。そ

し
て
、チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
も
う
。

ひとりごと 令和4年3月
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ご寄付ありがとうございます。
●平安名 譲治 様 （神奈川県）　 ●株式会社 丸秀 様 （宮古島市）

広報

多良間駐在所からの連絡

気象防災フォーラム宮古島２０２２を開催しました

●多良間駐在所の移転について
令和４年２月２２日から多良間村字塩川吉川里129番地へと

多良間駐在所が移転します。旧多良間駐在所は昭和56年に
設置され、今年で41年目となり新しい多良間駐在所へと移転に
なりました。これまでの多良間駐在所は袋小路の場所であるた
め出入りが難しく、観光客等からわかりにくかったのですが、新し
い多良間駐在所は交差点角に設置されているため、来所しやす
く目にもつきやすい場所となっています。村民の皆様にはこれま
で以上に親しみやすい駐在所として目指していく所存であります
ので今後ともよろしくお願い致します。

●ヤギの飼い方について
放し飼いしているヤギが農作物や牧草を食べ散ら

かしていて畑の主が大変困っているという話しがあ
がっています。

特に製糖期間中であるサトウキビを食べ荒らしてい
る箇所も見受けられるのでヤギは、放し飼いせず、しっ
かり囲いやロープ等で繋いでおくなど管理していただ
くようお願いします。
※ヤギの責任は飼い主にあります！！

●災害時における避難について
先日、多良間島を含めた各地域において津波注意報が発令され、村民が各避難指定箇所へと避難していましたが、幸い

大きな混乱はありませんでした。
※村内では「八重山遠見台」「浄水場」「コミュニティー施設」「すまむぬたらま屋上」となっています。

災害はいつ、どこで発生するかわからないため日頃から防災グッズなどを準備しておくことが重要です。
村内で大規模な災害が発生した場合、悪天候等であれば村外からの応援部隊は上陸することが

できず、村民だけで対応しなければなりません。
被害を最小限に防ぐためにも多良間村役場・消防団、駐在所が中心となり、様 な々情報共有して

いき避難している村民に安心を与えられるよう、より一層強固な体制を確立していきたいと思います。
避難されている間、窮屈な思いをされますが、村民一人一人が協力し合っていくようお願いします。

宮古島地方気象台では、多良間村ほか関係機関とともに、
防災意識の高揚と防災知識の普及を図ることを目的に「気象
防災フォーラム宮古島2022」を1月22日にオンライン形式で開
催した。多良間村からは、村長をはじめ複数の村民が参加した。

同フォーラムでは、気象庁気象研究所研究官 荒木健太郎
氏とNHK沖縄放送局気象予報士 結野亜希氏をお招きし、自
然災害に関する備えや気象について講演が行われた後、講演
者のお二人と宮古島地方気象台 林台長による気象防災に関
するトークセッションが行われた。

防災気象情報の活用について荒木氏は「情報を上手く活
用するには、一人一人が自分ごととして災害について考えどう対
応していくかが重要」と話した。また、受動的に情報を受け取る
だけでなく能動的に防災に関わっていくアプローチの一つとして

「身近にある雲に興味を持ち、気象を楽しみながら気象現象を
理解するといざという時に突発的な災害に備えたり対応できた
りする」と伝えた。

結野氏は、沖縄の四季の変化や気象を写真やイラストで分
かりやすく説明。また、沖縄戦の取材内容から「戦時下、沖縄気
象台職員が命がけで観測を続けたこと、当時の気象情報は、重
要な軍事機密とされていた」など戦時も天気が重要な関わりを
もっていたことを語った。

まとめとして、荒木氏は「雲との出会いを楽しみながら日常的

に空を見上げるようになると天気の変化に気づきやすいし、空を
楽しむために気象情報を利用すると防災の活用にもつながって
いく。」と述べた。

また、結野氏は「災害へ備えるためには、テレビ・ラジオ等の
情報を早めにキャッチし、天気の変化を読み取った上で、いざと
いう時に自主的に動けるよう具体的な行動のあり方を確認して
欲しい。」とご自身の経験から学んだことを伝えた。最後に林台
長より「避難行動をとる上で、家族構成も重要な判断になってく
ると思う。このことも踏まえ気象台、自治体から出す情報を利用
して、個人の事情を考慮に入れて自主的に身の回りの方 と々
一緒になり避難行動をとっていただきたい。」と述べた。

私たちに身近で時には災害をもたらす天気について、興味を
もち、防災・減災をめざすきっかけとなるイベントであった。
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発行／多良間村役場　編集／総務財政課広報係 〒906-0692宮古郡多良間村字仲筋99-2 ☎0980-79-2011
令和4年3月1日発行

（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79–2010）110 番

急病人／多良間診療所 79 –2101

歯科診療所／医師 79 –2162

停電／沖縄電力多良間電業所 79 –2147

断水／役場住民福祉課 79 –2623

家畜疾病／役場産業経済課 79–2503

ガス専用／ JA 多良間 090–6859–2355

世帯数と人口
総世帯数    525  （3）
総人口 1,094  （2）

男 596 女 498
区　別 人　口 世帯数
土　原 61（0） 32（0）
天　川 86（0） 46（0）
津　川 97（0） 44（0）
宮　良 72（-1） 31（0）
嶺　間 150（2） 66（0）
大　道 187（3） 95（3）
大　木 261（0） 119（0）
吉　川 176（-2） 89（0）
水　納 4（0） 3（0）
出　生 2 死　亡 3
転　入 3 転　出 0

（令和 4 年 1 月末現在）

広報

多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和4年3月1日発行

令和4年

3
No.574
�����

T A R A M A  V I L L A G E  P U B L I C I T Y  P A P E R S

２月撮影　村立図書館前

もうすぐ春 沖縄・多良間島の最後の楽園を現地ガイドが楽しくご案内！ 琉球風水集落サイクリングガイド！

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう
救急車出動 …2件 …1件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数1月

パソコンやスマートフォンを使って自宅や好きな場所から旅行気分が味わえるオンラインツアーが2月1日から
開始し、現地ガイドとして地域おこし協力隊登彰子さんがたらぴんと一緒に島の風景や文化を案内。三択クイ
ズやたらまふつ講座もあり楽しくガイドを行いました。

離島に興味がある方、美しい集
落や歴史、自然に興味がある方、な
かなか旅行に行けない方でも多良
間島ののどかな風景をオンラインで
楽しめます。

お申し込みはこちらから

最終地点は多良間小
学校前。
お疲れ様でした。

出発前に地域振興
拠点施設前で挨拶と
自己紹介。パネルを
使い島の文化や特
徴を説明し出発～

道端に生えてい
るビッヴリ゚ガッサ
発見！

外部から疫病や魔
を祓いのけるスマ
フシャリワーとスマ
フシャリナを説明。

多良間の豊年祭
「八月踊り」が演
じられるピィトゥマ
タウガムを゚紹介。

編
集
後
記

 

　
表
紙
の
写
真
は
、例
年
桜
の
開
花

が
見
ら
れ
る
、村
立
図
書
館
の
桜
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
お
花
見
が
気
軽
に
出

来
な
く
て
も
、最
近
で
はY

ouT
ube

で
お
花
見
気
分
が
味
わ
え
る
よ
う
で

す
。旅
行
に
行
け
な
く
て
も
ネ
ッ
ト
で

旅
行
気
分
が
味
わ
え
た
り
と
、デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む
と
色
ん
な
可
能
性
が
広

が
り
ま
す
ね
。

 

　
今
月
号
も
広
報
誌
へ
ご
協
力
頂
い

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
兼
本
）


